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成果の概要 ／ 横尾亮彦 

・研究内容 

科研費申請課題の根幹部をなす、火山噴気インフラサウンド現象に関する予備観測を阿蘇

山で実施し、使用するべきデータ解析手法の検討を行った。2018 年 8 月にはハワイ・キラ

ウエア火山において現地研究者らとの研究討議を行った。また、これまでの研究成果の取り

まとめ、論文化を進めることで、「研究遂行能力及び研究環境の適切性」の改善も試みた。 

・研究成果 

MCCM 法（Lee et al., 2013）や MUSIC 法（Schmidt, 1979: 1981）などのさまざまな解析

手法を検討し、一定程度の実用化準備を整えることができた。とくに、噴気ジェットへの適

用はむずかしい MF 法（Gibbons & Ringdal, 2006）についての検討も行なっていたことは、

現在発生している阿蘇山の個々の噴火イベントに前駆する微弱なインフラサウンドシグナ

ルを検出することに役立つこともわかった。 

一方、ハワイへの渡航直前（数日前）になって、それまで 35 年間続いていたキラウエア火

山の噴火活動が終息してしまった。そのため、国際共同観測を実施することは残念ながらで

きなかった。それでも現地研究者らとの研究討議により、当該研究分野に関する現状や問題

点、また、学術的な重要性や発展性についてきちんと整理することができた。これによって、

本年度の科研費獲得につながったと考えられる。 

また、これまでの研究成果の取りまとめを精力的に実施し、2018 年度は主著論文 1 編、共

著論文 6 編を公表した。 

・今後の見通し 

 2019 年 5 月から阿蘇山の活動が再活発化しており、それまでのおだやかな噴気活動では

なく、連日、火口から火山灰噴煙が立ち上る日々が続いている。いままでの研究活動のつみ

あげがあったことで、火山状況の変化に対応した研究実施が可能となっている。とくに、イ

ンフラサウンド観測によって、灰噴火開始直前における火道内プロセスの実態が明らかに

なりつつあることは、これからの噴火活動モニタリングへ大きな貢献ができるものと考え

られる。 
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2019.8.21 阿蘇山の現在の噴火活動の様子 

 


